
京都のテキスタイルブランド「SOU・SOU」（代表取締役：若林剛之）は、2023 年版「SOU・SOU 暦手帖」

を新発売します。飽きのこないシンプルな表紙、各月をイメージした「SOU・SOU」のテキスタイルデザイン、自

由に書き込めるフリーページ。毎日の生活にすっとなじみ彩りを添える、SOU・SOU オリジナルのスケジュール

帳です。10 月 6 日（木）より、国内の「SOU・SOU」全店舗とネットショップにて販売を開始します。

SOU・SOU 暦手帖の 2023 年版を発売。
日々の暮らしに寄り添う、SOU・SOU オリジナルのスケジュール帳

＜プレスリリース＞
メディア各位

2022 年 10 月 28 日
SOU・SOU

マンスリーページ 
マンスリーページには、その月をイメージした SOU・
SOU テキスタイルデザインを 12 種類配置。

暦手帖について
各月をイメージしたテキスタイルデザインをレイアウト
した SOU・SOU オリジナルのスケジュール帳
販売価格：990 円 ( 税込 )
サイズ：B6 サイズ（128×182mm）
ページ数：本文 64 ページ
製造国：日本
取り扱い店舗：SOU・SOU 全店舗
https://www.sousou.co.jp/

フリーページ 
フリーページは、昨年までの横罫から、より自由度の高
い方眼に変更しました。たっぷり 32 ページ。



高解像度画像リンク：https://drive.google.com/drive/u/1/folders/1mBBUgc-zsyI9WES_hqR1T57fm7K5vbZK

商品ページ URL：https://www.sousou.co.jp/?pid=170654884

日本の四季や風情をポップに表現したテキスタイルデザインを製作する京都のブランド。
『新しい日本文化の創造』をコンセプトに、伝統的な素材や技法を積極的に用いなが
らも、現代のライフスタイルに寄り添うものづくりを展開。地下足袋や和服、和菓子
や家具など、多岐にわたるアイテムを製作・販売。また、様々な分野の企業とのコラ
ボレーションによって、日本のテキスタイルデザインの可能性を広げている。

商品・お買い物案内　電話：075-212-8244（営業時間：12:00～17:00 ※水・日曜定休）
取材・メディア掲載　E-mail：press@sousou.co.jp　電話：075-229-6751（代表）

お問い合わせ先 | 

表紙の色は、濡羽色に薄墨色の “SO-SU-U” をのせました。そ

して、キラリとひかる「SOU・SOU 2023」の箔押し。見返しペー

ジは深緋色、扉ページには “花さらさ” をレイアウトしました。

“花さらさ　令和 3 年” 
白い花を描いて その中に小さな花や葉、点々など入れる

白い花のまわりにも小さな花や葉を描き入れる

装飾的なふんいきが出てき花更紗のような模様になる

テキスタイルデザイナー／脇阪克二 

吹きよせ　平成 25 年
風が木の葉をちらし 花や実も吹きよせられて 地面に模
様をつくる 風が吹くたびに カサカサという音とともに 
模様も変化していく

「SOU・SOU 暦手帖」2023 のテキスタイルデザインについて

冬の朝　平成 16 年
朝目覚めると、いつもと違う静かな気配がただよってい
る。起き上って障子をあけると雪が音もなく降ってい
る。たえまなく舞い落ちる雪が空も家もすべてを白くふ
んわりと包みこんでいく。

玉手箱　昭和 47 年
大きな菊の花 その横に色とりどりの市松模様 小さな花
が四角の中にいっぱい となりには三角形 思いがけない
組合わせや発見がある 玉手箱はめったに開けてはいけ
ない大切な魔法の箱

草木萌動　令和 3 年 
風は冷たいけれど 日ざしに暖かさが感じられる季節 土
の上に少しずつ草が芽を出してくる 一日一日 緑におお
われてきて 小さな花もところどころ見え始める 太陽に
向かって 生きよう伸びようとしている 

桃山桜　令和 3 年 
桜の表現の仕方も時代によって変化していく 桃山時代
の着物等に見られる桜はおおらかでゆったりしている 
戦乱が続くなか 人々は力強く、たくましくおおらかに生
きていた その姿が桜の表現にも反映している

玄鳥至　令和 4 年 
つばめは独特のスイーッスイーッという感じで飛びまわ
る 大空を切りさくように自由に飛んでいる姿は爽快感
がある 春の快よい風の中 つばめが飛びまわっているの
は伸び伸びして気持がいい

風薫る　平成 3 年 
そよ風が薫る季節 背の高い野草がかれんな花をつけ風
にそよいでいる 色とりどりの花が日の光にキラキラと
輝いている 一年の中でもめったにない 気持ちのいい 風
薫る日

雨戸　平成 17 年 
今はあまり見なくなったが木製の雨戸があって 寝る時
には引き出して 家のまわりをおおっていた。家が傷まな
いようにするためのものなので 雨戸自体には雨があた
る。

すかし文様　令和 2 年
少しすけて見える白い生地に小さな花と葉 格子と縞な
どが白で細かくししゅうされている レースは着る人の
個性を邪魔せず エレガントな美しさをひき出してくれ
る レースの模様は大人の文様

花笠　平成 30 年 
お祭りのとき 丸い笠の上に花を飾ったものをかぶり
行列し踊る 花笠をかぶった女性は いつもと違った華や
かさに包まれ まぶしく恥ずかしく うれしいのだろうな

菊扇　平成 27 年 
花びらが扇子を開いた様に見える 重なりあった菊が密
度のある空間を演出し 和のふんいきを
かもしだしている

土偶　令和 2 年
縄文時代 日本列島で作られていた土人形 人あるいは人
型をした霊的な存在をこねた土で造形し 素焼きで焼成
したもの 


